　　「Waiting for　」
バスが通り過ぎる。その数秒後、のばとあっきーが上手から走ってくる。二人とも息が切れている。

のば　　　　　あああ、ちょっと待っ！

あっきー　　あー……ギリ間に合わんやったね。

のば　　　　　まじここの坂ってこがんきつかったっけ。

あっきー　　小学校のころはここ登ってきよったとよねぇ。ま、ほら、今はスーツやししょんなか。

のば　　　　　次は？

あっきー　　えーっと……今何分？

のば　　　　　17時！

あっきー　　じゃあ17時15分。あと15分やね。

のば　　　　　はああああ……バイクやったら一瞬とに。

あっきー　　そもそもスーツじゃ乗れんやろ。つか、一回実家に帰ると？

のば　　　　　いや、そんまま向こう帰る。

あっきー　　は、そん服で。

のば　　　　　おう。

あっきー　　そがん忙がんちゃよかとにさ。親には会うたとね。

のば　　　　　昨日な。さすがに成人式やけん、こん恰好ば見せんとは息子として罪やろう。

あっきー　　ゆっくりしてかんね。

のば　　　　　かーちゃんみたいなこと言うなあ。はぁ、にしても懐かしかったなあ。

あっきー　　ね。

のば　　　　　けど女子とか顔まったく分からんかったわ。

あっきー　　もうだって、あれから……8年？

のば　　　　　小学校はな。

あっきー　　やっぱ人は変わるもんたいねえ。おいもお前も。

のば　　　　　そうやろか。

あっきー　　当たり前やろ。多分、次の同窓会でも同じ事ばいいよるよ。

のば　　　　　次いつ？

あっきー　　また10年後とか？

のば　　　　　三十路かあ。ややなぁなんか。

あっきー　　え、そう？

のば　　　　　あぁ、もうおっさんやろ。ほら、テレビとかで○○容疑者(30)とか書いとったら、

　　　　　　　 こいつおっさんやなあって、思わん。

あっきー　　何やその判断。

のば　　　　　多分そん頃の同窓会じゃ結婚がどうの子供がどうのって話やろ。

あっきー　　せやろなあ。

のば　　　　　あーやだやだ。虫唾が走る。全身がかゆい。

あっきー　　何ねそい。

のば　　　　　女こわいもん。

あっきー　　まだ言いよる。

のば　　　　　(適当に女こわいエピソード)

あっきー　　(適当に相槌)

のば　　　　　あー恐ろしか。今から10年後のこと考えるだけで悪寒が走る。オカン、ランニン

　　　　　　　　グザ マイ ボディー。

あっきー　　でも30で独身もそろそろきつくね？

のば　　　　　もうそん頃にはほら、テクノロジーの発達であっちの子たちとの触れ合いがッ！

あっきー　　あっちの子？

のば　　　　　(適当にラブライブ)

あっきー　　そっちの次元の話ね……。

のば　　　　　と言うか俺がデータ化してしまえばおっさんにもならずに二次元にも行けて

　　　　　　　一石二鳥！

あっきー　　あと10年で？

のば　　　　　あと10年で！

あっきー　　無理やろー。

のば　　　　　夢んなかなあ。でもほら、最近じゃジェスチャとか音声認識とかでゲームも出来

　　　　　　　 るやろ？　そんうちこう、脳波を使ってゲームの中に入るくらいは出来るんじゃ

　　　　　　　 ね？

あっきー　　一般化するかは知らんけど、あり得るかもねぇ。

のば　　　　　あ、バス来た！

あっきー　　 え、もう？　早くね。

バス、通過する。

のば　　　　　回送やん。

あっきー　　 そりゃだってまだ早かし。

のば　　　　　……もう、この先小学校とか見に来ることって無かとかな。

あっきー　　 何で？

のば　　　　　……いや、何でもなか。そう言えばさ、小学校……n年生のときやったかな。森

　　　　　　　　建覚えとるやろ。あいつが給食の時に……（何か給食エピソード）。

あっきー　　 あったあった！　うわーなつかーし！ あと給食と言えばさ、休んだ奴の余った

　　　　　　　　デザートをこっそり食おうとするやつおったよね。

小芝居、始まる。

のば　　　　　（よそよそしい態度）……。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あっきー　　ちょっとのばちゃん、何しよっと。

のば　　　　　(わざとらしく)はー？何ー？おれぇ、大きいおかずのお代わりに来ただけ　　　

　　　　　　　　しー！

あっきー　　 その脇に挟んどるとは？

のば　　　　　 ちっ……ジャンケンポン！　ウェーイ！

あっきー　　 あ、せっかぞ！　最初はグーからやろ！

のば　　　　　は、そがんとだいが決めたや？　何時？何分？地球が何回回った日ー？

あっきー　　 せんせー！　のば君が勝手にデザート独り占めしまーす！

二人　　　　　あるある！

のば　　　　　あと牛乳早飲みとかやりよったな。

再び小芝居。

あっきー　　手を合わせてください。いただきます。

のば　　　　　いただきます。

二人　　　　 (急に真剣な顔で牛乳を早飲みしだす)

あっきー　　はい俺の勝ちー！

のば　　　　　は？　別に勝負しとらんし。

二人　　　　　あるある！

のば　　　　　よし、こうなったらどっちがより小学生あるあるネタで共感できるか勝負しよ

　　　　　　　　うぜ。

あっきー　　 え、何それ。

のば　　　　　最近スマホでそういうアプリのあっとって。ほら、どっちがあるあるアプリ。動画

　　　　　　　 か音声を二パターン撮って、そのどっちがあるあるネタか判別するとさ。

あっきー　　なんじゃそりゃ。

のば　　　　　はいじゃあ俺からー。ちょっと、動画とっとって。

あっきー　　　お、おう。

のば、一人で「小学生あるあるネタ」披露。

のば　　　　　　はい、次あっきー。

あっきー　　　えー……分かった。はい。

あっきー、一人で「小学生あるあるネタ」披露(この辺で平和学習コピペネタ？)。

あっきー　　　で、よか？

のば　　　　　　オッケー。で、これをこうして……。

（ニコ生でどちらがよりあるあるだったかアンケート。結果表示。）

勝った方　　　よっしゃー！

負けた方　　　これインチキやろー。

勝った方　　　もっかいやってみる？

負けた方　　　おっけ。いいの浮かんだわ。

負けた方、一人で「小学生あるあるネタ」披露。終わり、次へ。

勝った方、一人で「小学生あるあるネタ」披露。アンケートへ。

アドリブで、二勝か引き分けかのリアクション。引き分けた場合、やれそうだったら三回戦で決着つけてもよし。

のば　　　　　　あん頃は、何か単純やったなあ。

あっきー　　　みんなでバカなことしよったねぇ。

のば　　　　　　何やっても楽しかったな。

あっきー　　　……あら。

のば　　　　　　降ってきた？

あっきー　　　みたい。傘、持ってこようか。

のば　　　　　　よかよ、そこでしのげるやろ。

あっきー　　　ならよかけど、濡れんごとね。

間。

あっきー　　　……今は、楽しくなかと？

のば　　　　　　楽しくないっつーか……。

あっきー　　　芸大やったよね。まだ行きよっとやろ。

のば　　　　　　一応、ね。

あっきー　　　上手くいかんと？

のば　　　　　　実はさ、帰ったらすぐ制作発表なんさ。

あっきー　　　なら、帰ってきて大丈夫やったと？

のば　　　　　　ううん、それがさ、ぜーんぜん出来てなくてね。ってか、向こういってから満足

　　　　　　　　　になーんも出来ないんさ。何か、環境変わっちゃって上手くいかないっちゅー

　　　　　　　　　か……逃げるようにバイトばっかやってて。いざ取りかかろうって思ってやって

　　　　　　　　　も、思い通りやれなくて、破って、壊して、滅茶苦茶にして。何か俺、ぶっ壊す

　　　　　　　　　のばっかり上手くなったみたい。

あっきー　　　　そう……。

のば　　　　　　　なんか、ごめんな。

あっきー　　　　ううん、コピペよりは、マシだよ。

のば　　　　　　　ふっ……まぁね。

あっきー　　　　俺もさ、やっと今年、オヤジのコネで、オヤジの会社に一応就職したんだけ

　　　　　　　　　 ど、何かこう、やりたいことと違うっていうか、まぁ仕事やけんしょんなかと

　　　　　　　　　 やろうけど、オヤジの言っとることのそれこそコピーみたいなことしよって…

　　　　　　　　　 …上司も、社長の息子やしさ、露骨に媚びてくるわけよ。何か、俺がここに

　　　　　　　　　 おる意味って何なんやろ……みたいな。

のば　　　　　　　お互い、大変やな。

あっきー　　　　でも、いいんだ。

のば　　　　　　　え？

あっきー　　　　実は、目標が出来たんだ。

のば　　　　　　　目標。

あっきー　　　　実は最近、あ、りゅーって覚えとるやろ？

のば　　　　　　　ああ！　あいつ同窓会にも顔出さんで何ばしよっとや。

あっきー　　　　なんでも、長崎でも若い人が創作活動が出来るような体制が確立出来るよ

　　　　　　　　　 うなー……分かりやすく言えば事務所、みたいなものば作りたいらしくて

　　　　　　　　　 ね。

のば　　　　　　　そりゃドでかい野望やなあ。

あっきー　　　　 今はね、その前身の創作団体のメンバーを集めてるみたい。それに誘われて

　　　　　　　　　　さ。俺別に何か作れるわけじゃないけど手伝いで、ね。

のば　　　　　　　はー……夢んごたるなあ。

あっきー　　　　成功したら、きっと、何やっても楽しいと思えるさ。

のば　　　　　　　……だろうね。

あっきー　　　　だから！　……だからさ、のばちゃんも一緒にやらない？

のば　　　　　　　え？

あっきー　　　　さっき、環境が変わって――って言ってたじゃん。だから、またこっちでやり直

　　　　　　　　　 そうよ。

のば　　　　　　　でも……もう多分俺、破壊しか出来んよ？

あっきー　　　　よかさ。きっとそういうポジションも大事だよ。

のば　　　　　　　何や、破壊するポジションって。

あっきー　　　　やってみらんと分からんって。

のば　　　　　　　……考えてみる。

あっきー　　　　 うん。

のば　　　　　　　あ、今度こそ来た？

あっきー　　　　 うん、そやね。

のば　　　　　　　ありがと、また、連絡するわ。

あっきー　　　　 待っとるよ。あ、それと、これ。

のば　　　　　　　 何、これ？

あっきー　　　　　うちの会社で作ったパズル。せっかくやけんどうかなって、持ってきたっさ。

のば　　　　　　　　パズルって、俺今破壊しか出来んって言ったばっかやろうが！

あっきー　　　　　あ、そやった。じゃあやめとく？

のば　　　　　　　　いや、いいよ。ありがたくもらっとく。向こうで、もうちょっと頑張ってみる

　　　　　　　　　　 よ。

あっきー　　　　　うん、頑張って。

のば　　　　　　　　りゅーにもよろしく言っといて。んじゃ。

あっきー　　　　　じゃあね。

のば、バスに乗り込み、バスは発車した。雨はだんだんと収まっていく。しばらくすると、少し曇ってはいるけれど、雨はすっかり止んでしまった。

あっきー　　　　　　通り雨、か――。

（おわり）
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